
ま
で
に
愛
知
川
、
姉
川
、
高
時
川
に

つ
い
て
、
平
成
20
年
度
の
出
水
期
ま

で
に
安
曇
川
、
大
戸
川
に
つ
い
て
、

洪
水
予
報
河
川※

４

の
指
定
と
浸
水
予
想

区
域
図
の
公
表
を
行
う
予
定
で
す
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
各
市
町
が
作

成
し
ま
す
が
、
県
と
し
て
は
、
安

全
・
安
心
な
県
民
生
活
を
実
現
さ
せ

る
た
め
、
住
民
が
避
難
す
る
際
の
よ

り
ど
こ
ろ
と
な
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
作
成
が
急
務
で
あ
る
と
の
認
識
の

下
に
、
市
町
へ
の
支
援
や
助
言
を
従

来
に
も
ま
し
て
積
極
的
に
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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用語解説 ※４　水防法に基づき、都道府県知事は、洪水によって相当な被害が生ずるおそれがある河川を洪水予報河川に指定することができます。また、洪水時の円滑かつ迅速な避難を確保するため、洪水予
報河川について、河川が氾濫した場合に浸水が想定される区域を指定することとされています。

防
災
対
策

問

こ
れ
ま
で
に
日
野
川
と
杣そ

ま

川

を
含
む
野
洲
川
が
洪
水
予
報
河

川
に
指
定
さ
れ
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
（
浸
水
予
想
区
域
図
）
が
公
表

さ
れ
ま
し
た
が
、
今
後
の
指
定
・
公

表
の
計
画
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

日
野
川
と
杣そ
ま

川
を
含
む
野
洲

川
に
加
え
、
来
年
度
の
出
水
期

消
費
者
政
策

一
昨
年
度
か
ら
急
増
し
た
ハ

ガ
キ
に
よ
る
架
空
請
求
や
、
高

齢
者
を
ね
ら
っ
た
悪
質
な
商
法
に
よ

る
被
害
が
問
題
と
な
る
中
で
、
今
後

の
消
費
者
政
策
の
展
開
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

答

介
護
保
険

問

今
回
の
介
護
保
険
制
度
の
見

直
し
に
よ
り
「
新
予
防
給
付
」

答

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り

や
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
、
大

が
導
入
さ
れ
ま
す
が
、
高
齢
者
の
生

き
が
い
づ
く
り
や
健
康
づ
く
り
に
資

す
る
た
め
の
施
策
に
ど
の
よ
う
に
取

り
組
む
の
か
伺
い
ま
す
。

今
後
の
消
費
者
政
策
に
お
い

て
は
、
消
費
者
一
人
ひ
と
り
が

切
な
の
は
、
高
齢
者
自
ら
が
日
常
生

活
の
中
で
楽
し
く
、
そ
し
て
継
続
し

て
い
け
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
気
軽
に
で
き
る
運
動
習

慣
や
趣
味
、
伝
統
行
事
へ
の
参
加
な

ど
、
多
様
な
選
択
肢
を
提
供
し
、
高

齢
者
の
意
欲
が
高
ま
る
よ
う
な
活
動

を
支
援
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

県
で
は
、
市
町
の
取
組
を
補
強
・

補
完
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
高
齢

者
が
地
域
で
取
り
組
ん
で
い
け
る
生

架空請求のハガキ

東
海
道
新
幹
線

（
仮
称
）
び
わ
こ
栗
東
駅

問

新
幹
線
新
駅
の
地
元
費
用
負

担
の
調
整
に
つ
い
て
は
、
６
月

２
日
の
調
整
会
議
で
合
意
に
達
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
議
会
に
諮
っ
て
い
く
こ

と
で
確
認
が
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す

が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
で
合
意
さ
れ

た
の
か
伺
い
ま
す
。

要
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
共
通
の
も

の
と
し
、
引
き
続
き
設
置
促
進
に
努

め
て
い
く
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
ま

し
た
。

ま
た
、
新
駅
設
置
を
請
願
し
て
き

た
地
元
自
治
体
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
東
海

答

調
整
会
議
で
は
、
地
域
と
本

県
の
将
来
の
た
め
に
新
駅
が
必

県
は
広
域
に
わ
た
る
も
の
や
専
門
性

を
要
す
る
も
の
に
対
応
す
る
こ
と
を

基
本
に
、
県
と
市
町
が
、
地
方
自
治

を
担
う
対
等
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

新
た
な
役
割
分
担
や
協
力
関
係
を
構

築
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

本
県
に
お
い
て
は
、
合
併
す
る
意

思
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
成
就
し

な
か
っ
た
地
域
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で

の
県
内
各
地
域
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま

な
取
組
の
経
緯
を
十
分
踏
ま
え
て
、

市
町
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
よ
り
一
層

の
連
携
を
深
め
、
滋
賀
ら
し
い
地
域

自
治
の
確
立
に
向
け
て
、
県
と
し
て

の
責
任
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

き
が
い
や
健
康
づ
く
り
の
し
く
み
の

構
築
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問消
費
生
活
に
関
し
必
要
な
知
識
や
情

報
を
得
る
こ
と
に
よ
り
、
責
任
を
も

っ
て
判
断
し
、
自
主
的
・
合
理
的
に

行
動
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
何

よ
り
も
重
要
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
情
報
不
足
や
判
断
能
力
が

不
十
分
な
た
め
財
産
侵
害
を
受
け
た

り
す
る
事
例
が
、
高
齢
者
等
を
中
心

に
生
じ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
や
障
害

者
な
ど
社
会
的
弱
者
に
対
す
る
き
め

細
か
い
配
慮
も
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
視
点
で
す
。

今
後
、
こ
う
し
た
考
え
方
を
基
本

に
、
消
費
生
活
条
例
の
改
正
を
検
討

し
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
消
費
生
活
の

安
定
と
向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

と
の
約
束
を
果
た
す
べ
き
時
期
を
迎

え
て
い
る
と
の
認
識
で
も
一
致
を
見

た
も
の
で
す
。

費
用
負
担
に
つ
い
て
は
、
県
と
栗

東
市
お
よ
び
関
係
市
の
そ
れ
ぞ
れ
の

負
担
額
の
大
枠
に
つ
い
て
合
意
を
見

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
甲
賀
市
を
除
い

て
は
県
が
提
案
し
た
調
整
案
の
額
に

よ
り
、
甲
賀
市
は
甲
賀
市
の
案
に
よ

る
額
で
、
各
議
会
に
諮
っ
て
い
く
こ

と
で
合
意
さ
れ
ま
し
た
。

未
調
整
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
県

と
促
進
協
議
会
が
甲
賀
市
や
大
津
市

と
引
き
続
き
協
議
し
て
い
く
こ
と
と

し
、
早
急
に
対
応
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

４
月
臨
時
会
質
疑
一
覧

岡
崎
　
基
子
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
議
第
91
号
議
案
に
つ
い
て

森
　
　
茂
樹
　
議
員
（
日
本
共
産
党
滋
賀
県
議
会
議
員
団
）

▼
議
第
91
号
議
案
に
つ
い
て

◆
代
表
質
問
◆

小
寺
　
裕
雄
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
県
立
大
学
の
法
人
化
に
つ
い
て

▼
公
の
施
設
に
お
け
る
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に

つ
い
て

▼
市
町
村
合
併
に
つ
い
て

▼
今
後
の
消
費
者
政
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て

▼
自
然
と
人
間
と
の
共
生
に
つ
い
て

▼
超
高
齢
社
会
対
策
と
次
世
代
育
成
支
援
対
策
に
つ

い
て

▼
元
気
な
滋
賀
の
経
済
基
盤
づ
く
り
に
つ
い
て

▼
近
江
牛
の
産
地
偽
装
問
題
に
端
を
発
す
る
諸
問
題

に
つ
い
て

▼
東
海
道
新
幹
線
新
駅
に
つ
い
て

▼
琵
琶
湖
の
治
水
を
め
ぐ
る
諸
課
題
に
つ
い
て

▼
災
害
に
対
す
る
本
県
の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

作
成
に
つ
い
て

▼
県
立
高
等
学
校
普
通
科
通
学
区
域
の
全
県
一
区
の

対
応
状
況
に
つ
い
て

▼
激
増
す
る
交
通
死
亡
事
故
に
つ
い
て

谷
　
　
康
彦
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
琵
琶
湖
森
林
づ
く
り
県
民
税
に
つ
い
て

▼
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

▼
食
の
安
全
・
安
心
に
つ
い
て

▼
オ
ウ
ム
真
理
教
対
策
に
つ
い
て

▼
琵
琶
湖
・
環
境
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

▼
近
江
牛
ブ
ラ
ン
ド
の
信
頼
回
復
に
つ
い
て

▼
介
護
保
険
に
つ
い
て

▼
減
災
と
災
害
医
療
に
つ
い
て

▼
学
力
の
問
題
に
つ
い
て

▼
安
全
対
策
に
つ
い
て

◆
一
般
質
問
◆

山
田
　
和
A

議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
合
併
推
進
債
の
有
効
利
用
に
つ
い
て

▼
放
火
事
件
に
つ
い
て

▼
カ
ワ
ウ
対
策
に
つ
い
て

若
山
　
秀
士
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
つ
い
て

▼
森
林
づ
く
り
施
策
に
つ
い
て

上
田
　
昌
之
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
市
町
村
合
併
問
題
に
関
連
し
て

∏
県
立
各
施
設
の
廃
止
、
移
管
問
題
に
つ
い
て

π
福
祉
、
医
療
問
題
に
つ
い
て

佐
野
　
高
典
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
志
賀
町
栗
原
地
先
県
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
計
画

に
つ
い
て

▼
ア
ユ
資
源
維
持
対
策
に
つ
い
て

西
川
　
勝
彦
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
サ
マ
ー
タ
イ
ム
の
再
々
試
行
に
つ
い
て

▼（
仮
称
）
甲
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
つ
い
て

▼
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
運
用
費
に
つ
い
て

梅
村
　
　
正
　
議
員
（
公
明
党
）

▼
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

▼
観
光
振
興
策
の
積
極
的
展
開
に
つ
い
て

▼
障
害
児
教
育
と
安
全
対
策
に
つ
い
て

▼
新
幹
線
栗
東
新
駅
に
つ
い
て

▼
交
通
事
故
防
止
対
策
に
つ
い
て

吉
田
　
清
一
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
琵
琶
湖
に
市
町
界
を
！

河
部
　
哲
幸
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
国
民
健
康
保
険
の
都
道
府
県
負
担
の
導
入
に
つ
い
て

▼
認
知
症
高
齢
者
に
か
か
わ
る
介
護
人
材
の
育
成
に

つ
い
て

▼
認
知
症
高
齢
者
な
ど
の
相
談
状
況
と
取
り
組
み
に

つ
い
て

▼
う
つ
病
対
策
と
自
殺
予
防
に
つ
い
て

岡
崎
　
基
子
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
に
つ
い
て

▼
琵
琶
湖
西
岸
断
層
帯
に
よ
る
地
震
被
害
予
測
調
査

と
地
震
の
対
応
に
つ
い
て

▼
囲
碁
の
普
及
に
つ
い
て

中
沢
　
啓
子
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
退
職
手
当
に
つ
い
て

▼
滋
賀
の
森
林
に
つ
い
て

▼
東
海
道
新
幹
線
米
原
駅
に
関
連
し
て

徳
永
　
久
志
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

▼
介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
つ
い
て

▼
地
域
警
察
の
強
化
に
つ
い
て

北
野
　
加
代
子
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
ア
ー
ル
・
デ
ィ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
産
業
廃
棄
物

処
分
場
に
つ
い
て

∏
深
掘
り
箇
所
是
正
工
事
に
つ
い
て

π
コ
ア
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
に
つ
い
て

∫
地
下
水
調
査
に
つ
い
て

▼
視
覚
障
害
児
の
対
応
に
つ
い
て

▼
子
供
の
食
生
活
に
つ
い
て

森
　
　
茂
樹
　
議
員
（
日
本
共
産
党
滋
賀
県
議
会
議
員
団
）

▼
靖
国
問
題
に
つ
い
て

▼
琵
琶
湖
森
林
づ
く
り
県
民
税
に
つ
い
て

▼
彦
根
場
外
車
券
舟
券
売
場
問
題
と
関
連
す
る
農
協

融
資
問
題
に
つ
い
て

▼
新
幹
線
栗
東
新
駅
に
つ
い
て

▼
ア
ー
ル
・
デ
ィ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
問
題
に
つ
い
て

小
杉
　
武
志
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
県
職
員
の
リ
ス
ト
ラ
に
つ
い
て

桐
山
　
ヒ
サ
子
　
議
員
（
日
本
共
産
党
滋
賀
県
議
会
議
員
団
）

▼
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

▼
県
立
文
化
芸
術
会
館
に
つ
い
て

▼
障
害
者
自
立
支
援
法
案
と
精
神
障
害
者
支
援
に
つ

い
て

▼
Ｊ
Ｒ
西
日
本
福
知
山
線
列
車
事
故
と
鉄
道
安
全
対

策
に
つ
い
て

▼
県
道
整
備
と
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

沢
田
　
享
子
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
議
第
１
５
７
号
財
産
の
取
得
に
つ
き
議
決
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

▼
淡
海
ひ
ゅ
う
ま
ん
ね
っ
と
の
機
能
強
化
に
つ
い
て

蔦
田
　
恵
子
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
児
童
自
立
援
助
ホ
ー
ム
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ

い
て

▼
小
児
救
急
医
療
体
制
の
充
実
、
強
化
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

上
野
　
幸
夫
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
山
岳
遭
難
の
多
発
傾
向
に
つ
い
て

▼
農
業
・
農
地
が
持
つ
多
面
的
機
能
を
ど
う
評
価
す

る
か

太
田
　
正
明
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
下
水
道
の
超
高
度
処
理
に
つ
い
て

清
水
　
克
実
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
県
民
の
視
点
に
つ
い
て

▼
Ｇ
Ｎ
Ｈ
（
国
民
総
幸
福
量
）
に
つ
い
て

▼
教
育
に
つ
い
て

▼
北
大
津
高
等
学
校
空
手
部
事
件
に
つ
い
て

家
森
　
茂
樹
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
県
行
政
と
組
織
に
つ
い
て

青
木
　
愛
子
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
新
幹
線
栗
東
駅
に
つ
い
て

▼
悪
徳
商
法
に
つ
い
て

朝
倉
　
克
己
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
琵
琶
湖
森
林
づ
く
り
県
民
税
に
つ
い
て
の
一
考
察

▼
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

杼
木
　
捨
蔵
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
議
第
１
６
７
号
平
成
17
年
度
滋
賀
県
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

徳
永
　
久
志
　
議
員
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
議
第
１
６
７
号
平
成
17
年
度
滋
賀
県
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

森
　
　
茂
樹
　
議
員
（
日
本
共
産
党
滋
賀
県
議
会
議
員
団
）

▼
議
第
１
６
７
号
平
成
17
年
度
滋
賀
県
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

桐
山
　
ヒ
サ
子
　
議
員
（
日
本
共
産
党
滋
賀
県
議
会
議
員
団
）

▼
議
第
１
６
７
号
平
成
17
年
度
滋
賀
県
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

梅
村
　
　
正
　
議
員
（
公
明
党
）

▼
議
第
１
６
７
号
平
成
17
年
度
滋
賀
県
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

６
月
定
例
会
質
問
一
覧

７
月
臨
時
会
質
疑
一
覧


